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みどり号

あ
な
た
の
身
近
な
図
書
館
で
す

街
角
の
図
書
館
と
し
て
お
な
じ
み

の
、
移
動
図
書
館
車
み
ど
り
号
。

約
三
千
冊
の
本
を
積
み
、
毎
週
市

内
十
八
ヵ
所
を
巡
回
し
、
読
書
の
楽

し
み
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。市

内
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
体
制
の

中
で
、
み
ど
り
号
は
野
球
で
い
え
ぱ

い
わ
ば
遊
撃
手
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

南

花

島

中

町

公

園

で

み
ど
り
号
が
到
着
す
る
と
、
待
ち

か
ね
た
人
た
ち
が
一
斉
に
本
を
選

び
始
め
ま
す

松
戸
市
の
図
書
館
は
現
在
、

本
館
の
ほ
か
に
十
八
の
分
館
が

あ
り
、
き
め
細
か
な
サ

ー
ビ
ス

網
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

み
ど
り
号
は
、
こ

れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス

網
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
に

、
巡
回
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
下
表
参
照
）
。

昭
和
4
2
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て

以
来
、
今
年
で
二
十
五

年
。
現

在
の
車
両
は
五
代
目
に

な
り
ま

す
。週

に
一
回
、
決
ま
っ
た
時
間

に
決
ま
っ
た
場
所
を
巡
回
し
、

そ
の
場
で

本
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
毎
週
必

ず
借
り
て
い
る
と
い
う
、
根
強

い
フ
ァ
ン

も
定
着
し
て
い
ま
す
。

読
み
た
い
本
を

リ
ク
エ
ス
ト
で
き
ま
す

み
ど
り
号
は

、
小
説
や
実
用

書
、
絵
本
な
ど
の
児
童
書
の
ほ

か
、
十
六
種
類
の
雑
誌
な
ど
約

三
千
冊
を
積
ん
で
い
ま
す
。

読
み
た
い

本
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
可

能
で

す
し

、
身
体
障
害
者

や
寝
た
き
り
の
人
へ
は
、
図
書

の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

ま
す
。
本
を
借
り
る
と
き
は
、

利
用
カ

ー
ド
を
用
意
し
て
く
だ

さ
い

。
一
人
五
冊
ま
で

、
二
週

間
借
り
ら
れ
ま
す
。

子

ど
も
た
ち
に

も

大
人
気

市

立
図

書

館
の

蔵

書

は

、
約

五

十
七

万

一

千
冊

。

年
間
の

貸

し

出
し

冊

数

は

、
約

百

四

十
九

万

一

千
冊
（
平

成

２

年
度

）
。
市

民

一
人

当

た

り
で

は

、
年

間
約

三

冊
の

利

用

が

あ
り

ま

す

。

み

ど
り

号

の

蔵

書
は

、

約
二

万
四

千
冊

。
こ

の

中

か

ら

巡
回

用

の

本

を
選

び

、
内

容

も

毎
回

変

え
て

い

ま

す

。

家

が
こ
の

公

園
の

す
ぐ

そ
ぱ

な
の
で

、

毎

週

利
用
し

て
い

ま

す
。
冊

数
が

少
な

い

の

が
残
念

な
と

こ
ろ

で
す

が
、

主
に

子

ど

も
の

絵
本

を
借
り

ま
す

。

夜
寝

る
前

に

、
そ
の

本
を

読
ん
で

親

子
で

楽

し
ん
で

い

ま
す

。志賀和美さん

史ちゃん

(5歳)

南花島

み
ど
り
号
の

年
間
貸
し
出
し

冊
数
は
約
五
万
九
千
冊
。

貸
し
出
し
内
容
を
み

る
と
、

児
童
書
が
五
七
％
、
一
般
書

が

四
三
％

と
子

ど
も
た
ち
に
親
し

ま
れ
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
す
。

学
校
の
宿
題
に
な
る
課
題
図

書
も
た
く
さ
ん
用
意
。
お
近
く

の
駐
車
場
所
で
み
ど
り
号
を
見

か
け
た
ら
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

市
立
図
書
館
奉
仕
第
二
係
℡

6
5
-
5
1
1
5
番

ご利用くださ

い
「みどり号」
駐車場と時間

表

市政見学会参加団体を募集

４月から戸定が丘歴史公園も加わります

火

13 : 10～13 二40 14:00～14 : 40 15 : 20～16 : 00

ニ ッ 木

蘇 羽 鷹 神 社

大 谷 口

公 務 員 住 宅

栄町西三 丁目
子供の 遊び 場

水

13 : 10～13 : 40 14:10～14 : 40 15 : 10～15 : 50

上 矢 切

宝 蔵 院

和 名 ヶ 谷

中台子供の遊び場

河 原 塚

本 勝 寺

木

10 : 50～11 : 30 13 : 10～13 : 50 14 : 10～14 : 50 15 : 20～16 : 00

北 松 戸

※仲 台 公 園

千 駄 堀

水戸工業清和寮

上 本 郷

三井生 命寮横

南 花 島

中 町 公 園

金 運 休 日　 （車両整備および書架整理）

土

10 : 50～11 : 30 13 : 10～13 : 50 14 : 10～14 : 40 15 : 20～16 : 10

高　塚　新　田

梨 香 台 団 地

高　塚　新　田

高　塚　団　地

高　塚　新　田

セイコー高塚寮

野 菊 野

野 菊 野 団 地

日

10 : 50～11 : 30 13 : 10～13 : 40 14 : 00～14 : 40 15 : 20～16 : 00

下 矢 切

立 身 台 公 園

大 橋

本 源 寺

秋　　　　　山

慶　　国　　寺

松 戸 三 丁 目

公　 園

※
２

月
６

日
・
８
日
・
2
0日

の
各
木
曜
日
は
、
仲
台
公
園
は
使
わ
ず
、

北
之

台
公
園
（
北
松
戸
二
丁

目
一
七
番
地
）
に
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

毎
週

水
曜
日
に
実
施
し
て
い

る
市
政
見

学
会
の
コ

ー
ス
が
、

４
月
か
ら

変
わ
り
ま
す
。

希
望
す
る
月
の
三
ヵ
月
前
か

ら

１
ヵ

月
間
の
申
し
込
み
と
な

っ
て
い
ま

す
が
、
４

、
５
月
分

に
つ
い
て
は
、
２
月
５
日
（
水
）

か
ら
２

月
末
ま
で

甲
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

学
校
・
職
場
・
サ
ー
ク
ル

・

地
域
な
ど
の
仲
間
同
士
で

ご
参

加
く

だ

さ
い

。

日

時
・

毎
週

水
曜

日

、

午
前

９

時

～

午

後
３

時
3
0
分

コ

ー

ス
・

市

役
所
（

集

合
）
～

健

康
増

進
セ

ン

タ

ー
～

公

設
地

方
卸

売

市

場

南

部
市

場

～

消
防

訓
練

セ

ン

タ

ー

（
雨
天

の

場
合

は
消

防

局

）
～

ク

リ

ー
ン

セ

ン

タ
ー
(
昼
食
を
含
む
）
上
戸
定
か

丘

歴

史

公

園
～

市
役

所
（

解

散
）

対

象
・

市
内

の

各

種

団

体

定

員

…
二

十

人

実

施

す

る
月

の

三
ヵ

月

前
か

ら

、

広

報

課

備
え

付

け
の

申
込

用

紙

に

必
要

事
項

を

明

記
し

て

、

直
接

ま

た
は

郵
送

で

〒
2
7
1松
戸

市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸
市
役

所
広

報

課
へ

※

申

し

込
み

多

数

の

場

合
は

抽

選

。

申
し

込

み

が

な
い

場
合

は

、

実

施
日

二

週

間

前

ま
で

随

時

受
け

付

け

ま

す

。

わたしの夢

さとし
池 田 聡 くん（小金小学校３年）

オリンピックで活躍する聡く ん

ぼくは大きくなったら、マラソンのせん手

になりたいです。なりたいので、まい朝、６

時におきて練習しています。もし、マラソン

のせん手になったら、オリンピツクに出て、

いろいろな国にいってみたいです。

移動図書館車
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平成３年の消防活動のあらましをお知らせ

します。

火災では、発生件数・死傷者数がともに前

年（平成２年）と比べて減少し、ここ数年の

増加傾向に歯止めがかかりました。

救急・救助活動などについても、概況をお

知らせします。

消防活動の概況
１年間で177件の火災が発生

火
災

平

成
３

年
の

一

年

間
に

市

内

で

発

生
し

た
火

災

は
百

七

十

七

件
。
こ

れ
は

前

年

と

比

べ
る

と

二

十

四

件

、

二

・

九
％

も

減

少

し
て

い

ま
す

が

、

そ

れ
で

も

お

よ

そ
二

日

に

一

回
の

割
合
で

火

災

が

発

生
し

た
こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

を

種
別

ご

と
に

見

て

み

る

と

、「
建
物

火
災

」
が
百
二

十
六

件
（
七
一
・
二
％
）
と
最
も
多
く
、

次

い
で

「
車

両

火

災
」

二

十

件

（

二

・
三
％

）
、
枯
れ

草
・
ご
み

な

ど

が

燃
え

た

「

そ
の

他
の

火

災
」
が
二
十
一
件
二
七
・
五
％
）

と

な

っ
て

い

ま

す

（

表
１

）
。

建

物
火

災

百

二

十
六

件
の

う

ち

、

住
居

か

ら

の

出
火

は

九

十

九

件
で

、
建

物

火

災
全

体

の

七

八

・

六
％

を

占

め
て

い

ま

す

。

五
億
円
を
超
え
る

損
害
額

損
害
額
は
五
億
一
千
七
百
九

十
六
万
円
で
逆
に
増
加
。
前
年

と
比
べ
る
と
一
億
九
千
四
百
万

円
余
り
、
約
六
０
％
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ

れ
は

損
害
額
一
千

万
円
以
上
の
火
災
が
、
十
二
件

と
多
発
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で

す
。

火
災
に
よ
る
死
傷

者
は
三
十

四
人
（
う
ち
死
者
四
人
）
で

、

過
去
最
悪
だ
っ
た
前
年
よ
り
、

負
傷
者
五
人
、
死

者
六
人
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
放
火

自
殺

者
を
除
く
と
、
死

者
は
わ
ず
か

一
人
で
、
こ

れ
は

住
居
の
火

災

で

逃
げ
遅
れ
た
こ

と
に
よ
り

、

亡
く
な
っ
た
も
の

で
す
。

人
口
一
万

人
当
た
り
の
火
災

発
生
率
は
三
・
八

件
。
全
国
平

均
の
四
・
六
件
、
県
平
均
の
四
・24時間い つでもスタン バイ（中央消防 署・広角レン ズで撮影）

九
件
を
下
回
り
ま
し
た
。

火
の
不
始
末
や
不
注
意
が

出
火
原
因
の
上
位
に

出
火
の

状
況
で

は
、
不
注
意
、

不
始
末
に
よ
る
も
の

が
合
計
で

百
二
十
八

件
と
、
全
火
災
の
七

種類別 火災件数（表１）主な火災原因(表２)

救
急

平
成
３

年
の
救
急
車
出
場
件

数
は
一
万
二
百
五
十
六
件
、
病

院
へ
運
ば
れ
た
人
は
九
千
八
百

七
十
二
人
で
し
た
。

こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、
前

年
に
比
べ
出
場

件
数
で

三
百
二
十
件
（
三
・
二

％
）
、
搬
送
人
員
で

二
百

三
十

七
人
（
二
・
五
％

）
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

二

・

三
％

を

占

め
て

い

ま

す

。

原

因

で

最

も

多

い

も

の

は

「
こ

ん

ろ

」

に

よ
る

も

の

二
十

三
件
二
三
・
０
％
）
で
、
こ

の

う
ち

二

十

一

件

が

「
て

ん
ぷ

ら

な

べ
か

ら

の

出
火

」

で

す

。

二

番
目

が

「

放
火

の

疑
い

」

で
二
十
一
件
（
一
一
・
九
％
）
、

以
下

「
た

ば
こ

」
十

九

件

二

０
・
七
％
）
、
「
ス
ト
ー
ブ
」
と

「

放
火

」

が

そ

れ

ぞ
れ

十

五

件

（
八

・
五
％

）

と
な

っ

て
い

ま

す

（

表
２

）
。

救
急
車
は
五
十
一
分
に

一
回
出
場

救
急
車
の
出
場
は

、
平
均
す

る
と
一
日
当
た
り
二
八
・
一
件
、

約
五
十
一
分
に
一
回
の
割
合
で

出
場
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

原
因
別
に
見
る
と

、
一
番
多

い
の

が
「
急
病
」
で
五
千
二
百

七
十
四
件
（
五
一
・
四
％
）
、
次

い
で

「
交
通
事
故
」
二
千
百
六

十
二
件
（
二
一
・
一
％
）
、
「
一

般
負
傷
」
千
百
三
十
件
[
一
ー

・
０
％
）
で
す
（
表
３
）
。

一
番
多
い

「
急
病
」
に
つ
い

て
み
る
と
、
前
年
に
比
べ
二
百

四
十
六
件
（
四
・
九
％

）
も
増

え
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

急
病
が
多
く
、
急
病
患
者
の
四

人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以
上
の

人
で
占
め
ら

れ
て
お
り
、
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

救急出場件数（表３）

雲

仙
岳

噴
火

災
害

義

援
金

あ
り

が
と

う

ご
ざ

い
ま
し

た

平
成
３

年
1
2月
末
日
ま
で
に

、

雲
仙
普
賢
岳
貭
火
災
害
の
被
災

者
救
援
の
た
め
市
民
の
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
善
意
の
義

援
金
は

、
三
百
七
十
八
件
、
金

額
で
一
千
八
十
五
万
二
千
三
百

四
十
四
円
で
し
た

。
共
同
募
金

会
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

、

被
災
地
に
送
金
さ
れ
ま
し
た

。

な
お
、
義
援
金
は
現
在
も
福

祉
部
援
護
課
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

茴
援
護
課
社
会
係

松
戸
都
市
計
画
公
園
の
変
更

案
の
縦
覧

ク
リ

ー
ン

セ

ン
タ

ー
内

温

水

プ

ー
ル
を

休

業
し
ま

す

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル

は
、
定
期
整
備
の
た
め

２
月
2
1
日
～
３
月
1
0
日
ま
で

の
間
、
休
業
し
ま
す
。

ま
た
、
六
実
高
柳
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
ふ
ろ
は
、
２
月
2
1

日

～
３
月
５

日

の
間
、
休

業
し
ま

す
。

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
温
水

プ
ー
ル
℡
8
5
-
7
1
0
0
番

八
ヶ

崎
地
区

の

一
部
の

町
名

地

番

が
変

わ
り
ま

し
た

１
月
2
5日
か
ら
八
ヶ
崎
地
区

の
一
部
の
町
名
地
番
が
左
表
の

と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

都

市

計

画
の

種

類

児

童
公

愬

（
東

平

賀
公

園

）
　

変

更
内

容

位

置

の

変

更
　

区

域

東
平

賀

宰

大
門
前
な
ら
び
に
向
小
金
新
川

飛
地
学
笹
屋
舗
の
各
一
部
の
区

域
　

縦

覧

期
間

２

月
５

日

か

ら
1
9
日

ま
で
　

縦
覧

場

所
市

役

所
公

園

緑

地

課

公

園
緑

地

課

施

設

係

教

育
委

員
会

会
議

を
開

催

２

月
1
3日

午
後
３

時
か
ら

会
場
市
教
育
委
員
会
教
育
長
室

教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

℡
6
6
-
7
4
5
5
番

手数料・保険料・各種税

変
更
地
区
　
　
　
　
　
　
新
町

名

八
ヶ
崎
字
向
原
の
一
部
　
八
ヶ
崎
一
丁
目

総
務

部

庶

務

課
町

名

整

備

係

償

却

資

産

の

申

告

は

お

済

み

で

す

か

償
却

資

産
の

法

定

申

告

期

限

(
１
月
3
1
日
）
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ま

だ

申

告
し

て

い

な

い
人

（
個

人

・
法
人

）
は

、

大

至

急

市

役

所

資
産

税

課
へ

申

告

し
て

く

だ

さ

い

。

資

産

税

課
償

却

資

産

係

納

期

を

守

り

ま

し

ょ

う

国
民
年

金
保
険
料

…
２

月
分

事
業
所

税
…
1
2月

決
算
の
法

人
と
1
2
月

中
に

事
業
所
用

家
屋
を

新
・
増

築
し

た

建
築

主
は

、

２

月
が

申
告
納
付
月
で

す
。

納

め

忘

れ

て

い

ま

せ

ん

か

平

成

３

年

度

分

市

県
民
税

固
定

資
産

税
・
都
市

計
画
税

軽
自

動
車

税

早
め
に

納
付

（
納
入
）

を
お

願
い
し

ま
す

。

安全確実な口座振替のご利用を

火災予防７つの合言葉
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ど 市長の窓

２
月
に
入
り

、
よ
う
や
く

新
年
会
も
一
段

落
の
よ
う
で

す
。
今
回
の
年
末
・
年
始
は

、

例
年
よ
り
も
忘

年
会
も
新
年

会
も
多
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

私

が
お
招
き
い
た
だ
い
た

そ
の
数
は
、合
わ
せ
て
百
五
十

を
超
え
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

ふ
だ
ん
な
か
な
か
市
民
の

皆
さ
ん
と
懇
談
し
た
り
す
る

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

、

お

招
き
を
い
た
だ
け
れ
ば
、

で

き
る
だ
け
出
席
す
る
よ
う

心

掛
け
て

お
り
ま
す
が
、
多

い
と
き
は
一
日
に
五
回
も
六

回
も
あ
り
、
夕
方
な
ど
は
同

時
刻
の
開
催
が
多
く
、
時
間

の
や
り
く
り
が
つ

か
ず
、
二

人
の
助
役
に
代
理
出
席
し
て

も
ら
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ

ん
。
祝
電
で

お
許
し
を

願
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
、
市
長
は
去
年

の
会
に
は
来
て
く
れ
な
か
っ

た
の
で

、
今
年
は
ち
ょ
っ
と

人命救助のために　レスキュー隊の訓練（八ヶ崎の消防訓練センターで）

救
助
　

八
十
二
人
の
人
命
を

救
助

火
災
や
交
通
事
故
な
ど
で
、

救
助
隊
（
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
）
が

出
場
し
た
件
数
は
二
百
二
十
七

件
、
こ
の
う
ち
実
際
に
活
動
し

た
の

は
七
十
九
件
で
し
た
。

前
年
と
の
比
較
で
は

、
や
は

り
増
加
傾
向
に
あ
り
、
出
場
件

数
で

十
五
件
（
七
・
一
％

）
、
活

動
件
数
で
は
十
三
件
（
一
九
・

七
％

）
増
え
て
い
ま
す
。

救
助
さ
れ
た
人
は
八
十
二
人

で
、
こ

れ
は
前
年
よ
り
十
五
人

（
二
二
・
四
％

）
増
え
て
い
ま

安心して暮らせる街は

みんなの願いです

で

も
よ
い
か
ら
顔
を
出
す
よ

う
に
と
、
わ
ざ
わ
ざ
連
絡
し

て
く
る
方
も
あ
り
ま
す
。

1
2月
の
忘
年
会
の
時
は
、

ち
ょ
う
ど
定
例
市
議
会
が
1
2

月
初
め
か
ら
半
ば
過
ぎ
ま
で

開
か
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
間

は

ご
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
国
の
予
算
編
成
期
と

も
重
な
り
ま
す
の
で

、
全
国

市
長
会
の

役
員
、
全
国
都
市

公
園
整
備
促
進
協
議
会
の
会

す
。事

故
種
別

ご
と
の
救
助
出
場

状
況
を
見
る
と

、
最
も
多
い
の

救助出場件数（表４）

二十世紀が 丘美野里町

森弘子さん

が

「

火
災

」

の

百
二

十

件
（

五

二
・
九
％

）
、

二
番

目

が

「
交

通

事

故

」
の

五

十

九

件

（
二

六

・

０
％
）
で
、
こ
の
二
つ
の
原
因

で

全

体
の

七

八

・

九
％

を

占

め

て

い

ま

す
（
表
４

）
。

消
防
活
動
の
中
に
は
、
火

災
以
外
に
も
救
急
や
人
命
救

助
活
動
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
あ
る
の
で
す
ね
。

私
た
ち
も
、
い
つ
消
防
の

お
世
話
に
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

安
心
・
安
全
な
生
活
は
、

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
火
事

や
事
故
な
ど
に
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
気
を
付
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

事
情
を
申
し
上
げ
て
欠
席
さ

せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

１

月
も
半
ば
と
な
り
ま
す

と
、
松
戸
市
の
新
年
度
予
算

の
市
長
査
定
が
始
ま
り
ま
す
。

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で

、
１

月

中
に
は
そ
の

査
定
を
終
わ
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
年
会
に
は
で
き
る
だ
け

出
席
し
た
い
し

、
予
算
査
定

忘

年

会
・
新

年

会

長
と
し
て

、
あ
る
い
は
松
戸

市
独
自
の
国
の
予
算
獲
得
に

も
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で

、
そ
の
よ

う
な
場

合
は
折
角
の
お
招
き
で
す
が

新
年
度
予
算
の
編
成
は
、

市
長
と
し
て
最
も
重
要
な
作

業
で
お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ

ん
し
、
こ
の
予
算
案
は
３

月

の
市
議
会
に
提
案
し
な
け

れ

一
一
九
番
通
報

一
一
九
番
は
年
間
二
万
七
百

五

十

八

件
の

通
報

が

あ
り

、
こ

れ

は

前

年
と

ほ

ぼ

同

数

。
一

日

平

均

五
六

・
九

回

、

約
二

十

五

分

に

一

回
の

割

合
で

通
報

が

あ

っ

た
こ

と

に

な

り

ま

す
。

内
訳
は
、
「
災
害
通
報
」
が
一

119番受付状況（表５）

万

九
百

四

十
二

件
で

五

二

・
七

％

と

、

約

半
分

を

占

め
て

い

ま

す

（
表
５

）
。

こ

の

中
で

意
外

に

多
い

の

が

「
い

た

ず

ら
」

や

「

間

違
い

」

で

、
合

わ
せ

る

と

三

千
五

百

九

十

八

件
に

も
な

り

ま

す

。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

救
急
・
ガ
ス
漏
れ
を
二
十
七
件
受
信

平
成
２

年
８
月
に
運
用

を
開

始
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、

現
在
ま
で
に

市
内
百
五
十
ヵ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３

年
の
一
年
間
で
は
、

を
し
乾
杯
を
し
た
ら

、
程
な

く
次
の
会
場
へ
向
か

わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
も
多
く

な
り
、
あ
ま
り
懇
談
の

時
間

を
持
て

ず
、
折
角
の
機
会
を

宮
間
満
寿
雄

の
時
間
も
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
時
間
の
調
整
に
苦

労
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
次
第
で

す
か

ら
、
先
の
会
場
で
あ
い

さ
つ

逸
し
て
残
念
に
思
う
こ

と
も

間
々
あ
り
ま
す
。

新
年
会
や
忘
年
会
へ
の
出

席
は
程
々
に
し
な
さ
い
、
自

分
の

健
康
の
こ

と
も
考
え
な

十
九
件
の
ガ
ス
漏

れ
と
、
八
件

の
救
急
の
通
報
を
受
け
、
出
場

し

ま
し
た
。

消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3
-

1
1
1
1
内
線
2
1
7
番

さ
い

、
と
注
意
し
て
く
だ
さ

る
方
も
あ
り
ま
す
。

た
し
か
に
忘
年
会
や
新
年

会
で
は
、
時
と
し
て
お
酒
も

進
ん
で
し
ま
い

、
た
ば
こ

も

多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
ら
注
意
し

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

先
程
申
し
上

げ
ま
し
た
よ

う
に
、
こ

れ
等
の
会
合
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
折
角
の

ふ

れ
あ
い
の
場
で
す
か
ら
、

自
分
は
大
変
で
す

が
、
招
待

の

ご
好
意
に
で
き
る
だ
け
お

応
え
し
た
い
と

、
私
は
考
え

て
い
る
の
で

す
。
事
情
ご
了

察
く
だ
さ
い

。

歯
を
大
切
に

歯
槽
膿
漏
と
歯
磨
き

歯
槽

膿

漏
で

歯
科

診

療

室

を

訪

れ
る

患

者

さ
ん

か

ら

、

「

歯
ぐ

き

か

ら

血

が
出

る

か

ら

、
い

ち

ば

ん

軟
ら

か
い

歯

ブ
ラ

シ
を

使

っ
て

、
そ

っ

と

歯

を

磨
い
て

い

る
ん

で

す

」

と
い

う
こ

と

を

聞
く
こ

と

が

あ

り

ま

す
。

た
し

か

に

、

軟
ら

か

い

歯

ブ
ラ

シ

を
使

っ
て

そ

っ

と

磨

け

ば

、

歯
槽

膿

漏
で

も
歯

ぐ

き

か

ら

血

が
出

る
こ

と

は

少

な
い

よ

う
で

す

。

で

も

、
ち

ょ

っ

と

待
っ

て

く

だ

さ
い

。

歯

ぐ

き
か

ら

血

が

出
て

い

る

の

は

、

歯

ブ
ラ

シ

が
悪

い

の

で

は

な
く

、
歯

肉

が
悪

い

か

ら

な

の
で

す

。

歯

肉

が
悪

い

の

に

、

軟
ら

か

い

歯

ブ
ラ

シ
で

そ

っ

と
歯

を
靡

く
こ

と

を

続
け

た

ら

、

ど
う

な

る
で

し

ょ
う

か

。

「
そ

っ

と

歯

を
磨

く

」
こ

と

は

、
「

不

十
分

な

歯

磨

き
」

歯肉が病気になると…

に
な
り
が
ち
で
、
そ
う
な
る

と
歯
垢
が
と
れ
な
く
な
り

、

や
が
て

歯
石
と
な
り
ま

す
。

歯
石
が
あ
る
と
、
歯
槽
膿

漏
は
さ
ら
に
進
行
の
ス

ピ
ー

ド
を
増
す
こ
と
が
多
い
よ

う

で
す
。
ま
た

、
一

度
付
い
て

し
ま
っ
た
歯
石
は
歯
ブ
ラ

シ

で
と
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
歯
科
診
療
室
で

専
門

家
に
と
っ
て

も
ら
う
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

歯
槽
膿
漏
は
多
く
の
場
合
、

口
の
中
の
衛
生
状
態
が
よ
く

な
い
の

が
原
因
な
の
で
す
か

ら
、
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
を

恐
れ
る
あ
ま
り
に

、
歯
磨
き

を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ

と
は

誤
り
な
の
で
す
。

専
門
家
か
ら
、
歯
槽
膿
漏

に
対
し
て
効
果
的
な
歯
磨
き

方

法
の

指

導

を

受
け

て
。

「
正
し
い
磨
き
方
」
で
お
口

の
中
を
清
潔
に
す
る
よ

う
、

心
掛
け
て
く
だ
さ
い

。

二
十
五
分
に

一

回

受

信
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昭

武
公
の

趣
味
で
あ
っ
た
写

真
も
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
て

、

松
戸
徳
川
家
を
め
ぐ
る
交
流
の

広
が
り
を
う
か

が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
来
館

を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

展
示
期
間
・
＝
４
月
1
2日

ま

で
（
月
曜
日
は
休
館
）

※
３

月
３
日
か
ら
は
展
示
替
え

会
揚
・

戸
定
歴
史
館
展
示
室

開
館
時
間
・

午
前
９

時
3
0分

～
午
後
５

時
（
入
館
は

午
後
４

時
3
0分
ま
で
）

費
用
・
入
館
料
大
人
五
十
円
、

小

中

学
生

二

十

円

主
な
展
示
品
・
越
海
日
記

（

え
っ

か

い

に

っ

き

・
慶

応
３

年

徳

川

昭

武

）
　・

銀

製

煙

草

（

た

ば
こ

）

入

れ

・

水

彩

画

「

信
州

山

田

温

泉

附

近
」
（

昭

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

内

容
・：
市

政

へ
の

意
見

提
出

の
ほ

か

、
会

議

（
研

修

会
）・
市

内

公

共

施
設

の

見

学

・
市

議
会

の
傍
聴
な
ど

対
象
…
市
内
に
引
き
続
き
一

年
以
上
居
住
し
て
い
る
二
十
歳

市政モニターによる施設の見学(健康増進センターで)

以
上
の
人
で

、
本
市
で
ほ
か
の

制
度
の
モ
ニ

タ
ー
に
な
っ
て
い

な
い
人

平
日
に

会
議
（
研
修
会
）
な

と
を
実
施
し
ま
す
の
で

、
参

加
可

能
な
人

定
員
…
二
十
人

和
３
年
石
井
柏
亭
画
）
　
・
桐
鳳
凰

堆
朱
盆
（
き
り
ほ
う
お

う
す

い

し

ゅ

ぼ
ん
）
　・

黒
楽

茶

碗

（
く
ろ
ら

く
ぢ
ゃ
わ
ん

・
天
保

1
3年
徳
川

斉
昭
作
）
な
ど

尸
定
歴
史
館
℡
6
2
-
2
0
5

0
番謝

礼
：
簿
謝

任
期
・
４
月
1
日
か
ら
一
年

間

２
月
2
9
日
必
着
で
、
ハ
ガ

キ

に

市
政

に

つ
い

て

の

簡

単

な

意

見

、
ま

た

は
モ

ニ

タ

ー
に

応

募
し

た
動

機

と

、

住
所

・

氏

名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
職
業
・

電

話

番
号

を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1

松

戸
市

根

本
三

八
七
－

五

松

戸

市

役

所
市

民

相

談
室

へ

再
生
自
転
車
を

販
売
し
ま
す

受
付
日
時

・
２

月
1
4日

午

前
９

時
～
午
後
３

時
と
1
5日

午
前
９
時
～
１
１
時

抽
選
・
販
売
日

時
・

２
月
1
5

日

午
前
1
1時
か
ら

会
場
・
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
金
ヶ
作
二
七
七
-
四

台
数
・
価
格
…
四
十
台
・
一

台
五
千
円
～
一
万
一
千
円

交
通
…
五
香
駅
東
口
か
ら

新

京
成
バ
ス

「
小
新
山
行
き
ま
た

は
柏
陵
高
校
行
き
」
で

、
新
栄

町
入
口
下

車
（
五
香
駅
午
前
９

時
2
1分
・
3
0分

、
1
0時
４
分
発

が
あ
り
ま
す
）

※
1
5日

は
、
五
香
駅
東
口

午
前

1
0時
発
の
事
業
団
マ
イ
ク
ロ

バ
ス

を
運
行
し
ま
す
（
迎
え

の
み

）。

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で

、
車
で

の
来
場
は

ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
℡
8
4

-
3
1
9
1
番

児
童

手
当

の
申

謫
は

お
済
み

で

す

か

児
童
手
当
は
、
一
人
目
の
子

ど
も
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

要
件
①
平
成
３

年
１
月
２
日

以

降
に

生
ま
れ
た
児
童
を
養
育

し
て
い
る
こ

と
②
保
護
者
の
前

年
の

収
入
が
一
定
額
未
満
で
あ

る
こ
と
　

支
給
額
月
額
五
千
円

受
付
窓
口
援
護
課
・
市
民
課
・

各
支
所

申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。

援
護
課
援
護
係

乳

幼
児
医

療
費

の
支
給

手
続

き
を対

象
①
小
学
校
就
学
前
の
人

②
市
内
に

住
所
の
あ
る
人

③
保

護
者
が
社
会
保
険
各
法
に
定
め

る
被
保
険
者
か
被
扶
養
者
で

あ

る
こ

と
④
入
院
期
間
が
継
続
し

て

十
日
以
上
で

あ
る
こ
と
　

給

付
内
容
健
康
保
険
法
の
規
定
に

よ
る
費
用
か
ら
①
保
険
給
付
・

家
族
療
養
附
加
金
な
ど
②
世
帯

の
所
得
税
に
応
じ
た
自
己
負
担

額
を
控
除
し
た
額

健
康
管
理
課
庶
務
係

広
報

ビ
デ
オ
「
ま
つ
さ
と
を

歩
く
」
を
放
映
し
ま
す

２

月

９

日

正

午
か

ら

二

十

分

間

〔
再

放

送
は

２

月
1
6
日

同

時
刻
　

放

映
千

葉
テ

レ

ビ

放
送
（
Ｕ

Ｈ
Ｆ
４６

チ

ャ
ン

ネ
ル

）

内

容

北

小

金

か
ら

馬

橋
に

か

け

て

の

歴

史

と

文
化

財

の

紹

介

広
報

課

児
童

手
当

２
月

期
分

を
支
給

し
ま

す

児
童
手
当
２
月
期
分
（
1
0月

～
１
月
分
）
を
指
定
預
金
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
２

月
1
0日

以

降
に
受
け
取
っ
て

く
だ
さ

い
。対

象
①
現
況
届
を
期
間
内
に

提
出
し

、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

②
平

成
３

年
６
月
以

降
新
規
に
認
定

さ
れ
た
人

扠
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至

急
援
護
課
へ

提
出
し
て

く
だ

さ
い

。

援
護
課
援
護
係

野

球
場
利

用
チ

ー
ム
は
登

録

申

請
を

運
動
公
園
野
球
場
の
土
・
日

・
祝
日
と
ナ
イ

タ
ー
、
江
戸
川

河
川
敷
野
球
場
の
土
・
日
・
祝

日
の
貸
し
出
し
は
、
登
録
チ

ー

ム
に
よ
る
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
の
で

、
チ

ー
ム
登
録

を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
２
月
2
5日

ま
で

の
午
前
９

時
～
午
後
４

時
〔
2
4

日

を
除
く
〕
　

受
付
窓
口
運

動
公
園
内
ス
ポ

ー
ツ

課

※
平
成
３
年
度
中
に
登
録
の
チ

ー
ム
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
抽
選
は
、
毎
月
１
日
に
運
動

公
園
内
会
議
室
（
運
動
公
園

は
午
後
１

時
、
江
戸
川
河
川

敷
は
午
後
２

時
か
ら
）
で
行

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
課
℡
6
3
-
9
2
4

1
番

県
立

西
部

図
書

館

が
休

館
し

ま
す県

立
西

部
図
書
館
は

、
蔵
書

点
検
お
よ

び
増
築
に

伴
う
改
修

工

事
の

た

め
、
３

月
1
0
日

～
3
1日

の
間
、
休
館
し
ま
す
。

県
立
西
部
図
書
館
℡
8
5
-
4

1
3
3

番

学
校
・
家
庭
で
の
生
活
、
友

達
、
健
康
な
ど
に
関
す
る
、
い

ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

、

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

・
午
前
８

時
3
0分

～
午
後
４
時
3
0分
（
土

曜
日
は

正
午
ま
で
）

※
来
所
し
て
の
相
談
も
随
時
行

っ
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

少
年
セ
ン
タ
１
℡
6
6
-
7
4

6
4
番

青
少
年
電
話
相
談

早
め
に
・
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

電話相談風景

一人で悩みを抱え込んでいないで、まず電

話を。

子供の様子で「おやつ」と思うことがあっ

たら、気軽にご相談ください。

ささいな事でも結構です。お待ちしていま

す。

戸
定
歴
史
館
（
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
内
）
で
は
、
開

館
記
念
特
別
展
「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
の
生
涯
」
が

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
、
１
月
2
8日

か
ら
は
、
初
公

開
の
松
戸
徳
川
家
所
蔵
品
に
よ
る
通
常

展
示
「
華
族
の

く
ら
し
」
展
が
始
ま
り
ま
し
た
。「

華

族
の

く

ら

し

」

展
で

は

、

徳

川

昭

武
公

の

生

涯

と

そ
の

背

景

を

紹

介
し

、
主

に

明

治
の

華

族
の

暮
ら
し

ぶ

り

を

、

調
度

品

（

婚
礼

調

度

・

文

房

具

な

ど
）
、

美

術
工

芸

品

に

よ

っ

て
再

現

し

て

い

ま

す

。
平
成
４
年
度

桐
鳳
凰
堆
朱
盆

相談員からのメッセージ

戸定歴史館

通
常
展
示
「
華
族
の
く
ら
し
」
展
が
始
ま
り
ま
し

た

葵(あ おい)紋付調度　挟箱



[5]広報まつ

ど

確定申告は
正しくお早めに2/16～3/1

6
松
戸
税
務
署
で
は
、
平
成
３
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
付
を
、
２
月
1
6
日
～
３
月
1
6
日
の
間
に

行
い
ま
す
。

１
月
か
ら
所
得
税
の
還
付
申
告
の
受
け
付
け
も
始
め

て
い
ま
す
。

３
月
に
な
る
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
な
る
べ
く
２
月
中
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

記
入
は
正
確
に

申

告
で

き

る
人
・

①
医

療

費

控
除

＝

原
則

と

し
て

保
険

等

か

ら

戻

っ
て

く

る

金

額

を
差

し

引

い

た

負

担
額

が
十

万
円

を

超

え

る
人

②

住
宅

取

得

等

特
別

控

除

＝

一

定

要

件
の

住

宅
の

新

築
・

購
入

ま

た
は

百

万

円

を
超

え

る

増
改

築

を
し

た

人

③

中

途
退

職

＝

年

の

途

中
で

退

職
し

、
そ

の

後
再

就

職
し

て

い

な
い

人

申

告

に

必
要

な

書

類
・

①
医

療
費

控

除
＝

医

療

費
の

領
収

書

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
の
あ
る
人
で
、
平
成
３

年

中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が

扶
養
控
除
等
の
各
種
控
除
の

合
計
額
を
超
え
る
人

②
み
な
し
法
人
課
税
を
選
択
し

た
人

③
給
与
所
得
が
あ
る
人
で

、
平

・
源
泉
徴
収
票

②
住
宅
取
得
特

別

控

除
＝

家
屋
の

登

記

簿
騰

本
・
住
民
票
の
写
し
・
請
負
契

約
書
ま
た
は

売
買
契
約
書
の
写

し
・
増
改
築
等
工
事
証
明
書
・

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
・
源
泉

徴
収
票
③
中
途
退
職
＝
源
泉
徴

収
票
・
生
命
保
険
料
控
除
証
明

書
・
損

害

保
険

料

控

除
証

明

書
・
支
払
っ
た

社
会
保
険
料
の

額
成
３
年
中
の
給
与
収
入
金
額

が
千
五
百
万

円
を
超
え
る
人

や

給
与
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人
、

ま
た
は
二
ヵ

所
以
上
か
ら
給

与
を
受
け
て
い
る
人

④
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

贈

与

税

・
申
告

と

納
付

は

３

月
1
6
日

ま
で

※
平

成
３

年

中
に

、

個
人

か

ら

不

動

産
や

現

金

な

ど
六

十

万

円

を

超
え

る
財

産
の

贈
与

を

受

け

た
人

は

申

告

が

必
要

で

す

。

配

偶

者
控

除
の

特
例

、

期 日 内 容 開演時間

2/12 東京音協・村下孝蔵コンサート　　　　　　☆ 18:30

19 松戸市合唱連盟ジョイントコンサート 18:30

3/1  ) 松戸消防音楽隊25周年ドリ ームコンサート 13 : 00

５ 荒馬座創立25周年公演　　　　　　　　　 ☆ 18 : 30

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です。

[醉市民会館68-1237 ～9番

期 日 内 容 開演時間

2/9 カラォヶ発表会 11:00

11 ピアノ・エレクト ーン発表会 12:30

12 健康カラオケ・コンテスト　　　　　　　　☆ 18:30

16
ピアノ発表会 12:30

ピアノ発表会 18:30

23 ピアノ発表会 13:0

02 黒坂正文コンサート　　　　　　　　　　　☆ 18:00

３／１ ピアノ発表会 13:00

８ ピアノ・エレクトーン発表会 12:00

※月曜日は休館です。☆印のついている催し物は有料です

蠢市民劇場容68-0070番

期間 ２月14日愬まで ２月15日吐～2月28日刪2月29日 ～3月6日廁

東ギ
ャ
ラ
リー

浅沼一郎

ヨーロッパ風景展

(続)

小林 恵美

ハンドニット

グループ展示会 錦織 弘幸

油彩・素描作品展西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

松戸フォトグルッペ

写 真 展

ファミリーフォト

グルッペ

作 品 展

蠢社会教育課成人教育係066-7462 番

期　　 間 内　　　　　　　 容

２･ ５ ～９ 子ども県展松戸地区展

2/18～3/1 第18回松戸市書道展

3/3～８
第９ 回月影会日本画展

すばる の会油絵発表会

休 館 日 ‥月曜日 ・祝日 ・年末年始

開館時間…午前10時～午後～(初日と最終日は変更もあります)

文化ホール67-7810 番

ぞ駐車場がありませんので車での

来署はご遠慮ください。

住

宅
取

得

資

金
の

贈

与
の

特

例
の

適

用

を

受
け

る

人

も

申

告

が
必

要
で

す

。

消
費

税
・

平

成
３

年
分
の

個

人

事

業
者

の

確

定

申
告

と

納
付

は

、
３

月
3
1
日

ま
で
で

す

。
松戸税務署出張相談

申
告
の
た
め
の
無
料
相
談
・

出
張
相
談
を
左
表
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で

、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
・
消
費

税
の
申
告
は
直
接
税
務
署
へ
。

税
務
署
の
駐
車
場
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

※
土
曜
日
は
大
変
込
み

合
い
ま

す
の
で

、
な
る
べ
く
平
日
の

ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
２
月
８
日

・
2
2日
、

３
月
1
4日
の
土
曜
日
は
閉
庁

で
す
。

松
戸
税
務
署
6
3
-
1
1
7

1
番

期 日 時間 会 腸

2/7 午前10時~正午

と
午後1時～3
時30分

伊勢丹松戸店

(還付申告相談のみ)

2/19・20 午前9時～11時30分
と
午後1時～3時
30分

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

2/21・
22・25

常盤平市民ｾﾝﾀｰ

期 日 時 間 会 場

2/6

午後３ 時

～4時

新松戸市民センタ ー

７ 松飛台市民センタ ー

12 図書館本館

13 小 金原市民センタ ー

14 馬橋市民センタ ー

20 稔台市民センター

21 古ヶ崎市民センター

27 小 金北市民センタ ー

でんわおはなしキャラバン(テレホンサービス)63-9999番

市立図書館65-5115 番

国
民

健
康

保

険
料
収

納
員

を

募
集応

募
期
間
２
月
1
2日

ま
で

対
象
五
十
歳
ま
で
の
心
身
と
も

に

健
康
で

、
収
納
業
務
に

専
念

で

き
る
人
　
定
員
若
干
名

国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
収

納
係

公
正

取
引

委

員
会

消
費
者

モ

ニ

タ

ー
を
募

集

内
容
研
修
会
（
年
二
回
)
、
ア

ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、
消

費
者
と
し
て
の

意
見
・
要

望
・

情
報
提
供
な
ど
　
対
象
二
十
歳

以

上
の
消
費
者
　

任
期
４

月
か

ら
平
成
５

年
３

月
ま
で
　

謝
礼

一
万
二
千
円

２
月
1
5
日
(
当
日
消
印
有

効
)
ま
で
に
、
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
（
市
消
費
生
活
課
に
あ

り
ま
す
）
で
、
〒
1
0
0
千
代
田
区

霞
ヶ
関
二
-
二
-
一
公
正
取
引

委
員
会
事
務
局
取
引

部
取
引
課

（
0
3
-
3
5
8
1
-
3
3
7

1
番
）
へ

水
道
週
間
（
６
／
１
～
７
）

ポ
ス

タ
ー

・
標
語

を
募

集

内
容
水
の
大
切
さ
、
水
の
有

効
利
用
を
訴
え
る
も
の
　

規
格

ポ
ス
タ
ー
は
Ｂ
３

判
（
三
十
六

㌢
×
五
十
一
言
、
標
語
は
ハ

ガ
キ
１
枚
に
一
点
　
対
象
県
内

在
住
の
人
　
入
賞
者
発
表
県
水

だ
よ
り
６

月
１
日
号
紙
上
で

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

２
月
2
9日

必
着
で

、
郵
送

で
作
品
に
学
校
・
学
年
ま
た
は

職
業
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て

（
学
校

・
グ
ル
ー
プ
単
位
で
応
募
の
場

台
は
、
名
簿
を
添
付
）
、
〒
2
8
0

千
葉
市
長
洲
一
―
九

―
一
千

葉

県
水
道
局
管
理
部
総
務
企
画
課

（
0
4
7
2
-
2
3
-
4
5
0

0
番
）
へ

平

成

４

年

度

松

戸

共

同

高

等

職

業

訓

練

校

訓

練

生

を

募

集

科
目

建

築

科

・

左

官

科

期

二

年
間
　

授

業
料

月

二

千
円

（

教

科
書

支

給

。

組
合

員

以
外

は

、
別

途

負

担

金

が
必

要

）

対

象

高
等

学

校

卒

業
ま

た

は

経

験

二

年
以

上

の
人

で

、
校

長

が

承

認
し

た

人

３

月
５

日

～
1
3
日

の

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時

の

間

に

（
土

・

日

曜

日

、

祝

日

を

除

く

）
、
松

戸

共

同

高

等

職

業

訓

練
校
（
小
金
原
四
-
三
-
三
-
一

4
4
-
4
8
2
3
番
）
へ

自
衛
官

を
募

集

内
容

二

等

陸
・

海

・

空
士

（
特
別
職
国
家
公
務
員
）
　
対
象

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
お

よ
び
高
校
卒
業
見
込
み
の
男
性

初
任
給
月
額
十
四
万
二
千
八
百

円
　

特
典
衣
・
食
・
住
は

無
料

支
給
ま
た
は
貸
与
。
技
術
教
育

な
ど
に
よ
り

各
種
国
家
免
許
取

得
が
可
能

総
務
部
庶
務
課
ま
た
は

自
衛

隊
松
戸
募
集
案
内
所
8
9
-
6

5
4
0

番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

ス

タ

ッ

フ

を

募

集

内

容

人
形

劇

や

紙

芝

居
の

製

作
と

上

演
　

対

象
十

八

歳
～

四

十
歳

の

子

ど

も
好

き

の

女

性
・

若
干

名
　

勤

務
日

毎

週

火
～

金

曜
日

の

午

前
９

時
～

午

後
５

時

待
遇

時

給
六
百

五

十
円

、
賞

与
・

交

通
費

支

給

、

社
会

保

険

あ
り

面
接
２
月
1
2
日
午
前
1
0
時
か

ら
２
月
1
1
日
ま
で
に
、
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
と
作
文
「
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
や
り
た

い
理
由
」
（
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
二
枚
）
を
直
接
ま
た
は
郵

送
で
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
二

上
一
(
財
)
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
4
4
-
3
0
3
7
番
)
へ

おはなしキャラバン

文化ホールギャラリー

松戸駅市民ギャラリー

確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

サ
ラ
ー
リ
マ
ン
の
還
付
申
告

市 民 劇 場

市 民 会 館

そ
の
他
の
申
告

無
料
相
談

出
張
相
談

期 日 時 間 会 場

2/20～3/16

(士・日を除く)
午前9時30分

～11時30分 と

午後1時～3篩30分

税理士会松戸支部

(税務署前

2/20・2

1

小金原市民ｾﾝﾀｰ

2/24～27 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

3/2 小金市民ｾﾝﾀｰ

3/2～5 常盤平市民ｾﾝﾀｰ

税理士会松戸支部の無料相談

1992年(平成４年)２月５日



広報まつど〔6〕第７７３号

講
座
・
講
演

婦
人
会
館
教
養
講
座

２

月
2
0
日

～
３

月
1
9
日

の
毎

週

木

曜
日
（
全

五

回
）
、

午

前
1
0

時

～
正

午
　

会

場
婦

人

会

館

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

の

人

定

員
七

十

五

人

（
応

募

多

数
の

場

合

は

抽
選

・

二

歳
以

上

学

齢

期

ま
で

の

保

育
八

人

分

あ

り
）

内

容

女

性
の

目

か
ら

見

た

近
代

文

学

に

お

け

る

生

死

の
世

界

（

遠

藤
周

作

「
沈

黙

」
ほ

か

）

講

師

聖

徳
大

学
短

期

大

学
部

助

教

授

・

長
江

曜
子

氏

２
月
1
1
日
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
・
保
育
希

望
の
人
は
子
供
の
名
前
と
年
齢

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本

町
一
四
―
一
〇

婦
人
会
館
(

6
4
-
8
7
7
8
番
）
へ

生

け
花

一
日
体

験
入

門

２

月
2
8日

午
後
１
時
～
４

時
　

会
揚
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
別
館
　

費
用
千
五
百
円
（
材

料
費
含
む
）
　

内
容
桃
の
節
句

の
お
花

さ
く
ら
会
・
川
本
8
5
-
5

3
8
0

番

※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

婦
人
就
業
技
術
講
習
会

科目 講習内容 期 間 定員

経理

事
務
科

簿記検定
３級程度

4/8 ～6/1 の週３回
（全21回） 月・水・金曜日

各20

人

簿記検定

２級程度

４／９～６／５の週３回

（全21回） 火・木・金曜日

ワー

ド
プ
ロ

セッ

サ
ー

科

基礎から
３級程度

4/7 ～6/23
の週２回

（全21回） 火・金曜日

4/9 ～6/25 の週２回

（全21回） 月・木曜日

受

講

時
間

午

前
９

時
3
0
分
～

午

後
３

時
3
0
分
　

対

象
就

業

希

望

の

女
性
　

費

用

無
料

（
教

材

費

は

実

費

）

※
子

供
同

伴
の

受

講
は

不

可

２
月
1
9
日
・
2
0
日
の
午

前
９
時
～
1
1
時
3
0
分
と
午
後
１

時
～
４
時
3
0
分
の
間
に
本
人

が
印
鑑
と
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て

千
葉
市
千
葉
港
四
-
三
（
千
葉

県
経
営
者
会
館
内
）
千
葉
県
婦

人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
(

0
4
7
2
-
4
7
-
8
5
4
2
番

へ人口と世帯（１月１日現在）

コ ース Ａ コ ー ス Ｂ コ ー ス

テ ーマ

日 米関係50 年

―望ましい国際関係 を求

めて－

火山と噴 火

一雲仙 普賢 岳を 中心とし

て－

期 日
3/9 ・16・23・30

(各月曜日)
2/27 、3/5 ・12 ・26

(各木曜日)

会 裼
時 間

勤労会館 会 議室

午前10時～正午

講　 師
評論家

藤島 宇内氏

気象庁 火山対策官

藤沢 格氏

費
用
無
料
　

定
員
先
着
各
五

人

書
道
教
室

甲
種
防
火
管
理
講
習
会

２

月
2
0
日

・
2
1
日

、

午

前
９
時
3
0
分
～
午
後
５
時
　
会
場

消
防

局

講

堂
　

定
員

先

着
百

五

十
人
　

費

用
三

千

五

百

円

電
話
で

社
会
教
育
課
成
人
教

育
係
6
6
-
7
4
6
2
番
へ

さ
わ
や
か
県
政
ふ
れ
あ
い
講

座
「
自
然
に
親
し
む
」

日 時 テ ー マ 講 師

2/29

午後1 時

～４ 時

さ わやか県政につい て

～新し い豊 かさの創 造～

県総務 部副参事・

橋爪 作美氏

野鳥と 環境
山階鳥 類研究所

資料室長･柿沢亮三氏

3/7

午 後1 時

～４ 時

県民 参加の緑づくり
県農林部みどり推進室

主幹･ 北村恵 美子氏

手賀 沼の自 然を知る

～ﾊﾞｰ ﾄﾞｳｫｯﾁﾝ ｸﾞの実践～

沼南 高柳高校

生物教 諭･浅間 茂氏

会

揚
手

賀

沼

親

水

広
場

研

修

室
　

対

象
二

日

と

も

出
席

で

き

る

県

民
　

持

ち
物

双

眼
鏡
　

定

員

五

十
人
　

費
用

無

料

圃

２

月
1
4
日

ま
で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職

業

・

電

話
番

号

を
明

記

し

、

〒
2
7
1松

戸
市

小

根

本
七

東

葛

飾

支

庁

内

東
葛

飾
地

域

県
民

セ

ン

タ
ー
6
5
-
3
0
0
8
番
）
へ

２
月
７
日
～
1
7
日
の
間

に
、
直
接
市
内

各
消
防
署
ま
た

は
消
防
局
予
防
課
へ

消
防
局
予
防
課
6
3
-
1
1

1
1

内
線
２
０
８
番

矢
切
公
民
館
文
化
講
演
会

「
日
本
の
風
流
」

２
月
2
3日

午
前
1
0時
～
正

午
　
会
揚
矢
切
公
民
館
　

講
師

桐
朋
学
園
大
学
助
教
授
・
長
江

信
之
氏
　

費
用
無
料

電
話
で
矢
切
公
民
館
6
8
-

１
９
１
４

番
へ

期 日 場 所 時 間 主 催

2/6 松 戸 市 役 所

午前10時

～午後４時

松戸市

９
ダィエー

新 松 戸 店 前

松戸東ﾗｲｵ

ﾝ ｽﾞｸﾗ ﾌﾞ

18
マツモトキヨシ

五 香 店 前
松戸市
松戸保健所

こ
ど
も
育
成
指
導
者
養
成

口
座

※２月 は千葉県 献血推進強調月間で す。

3/11 3/10 3/4 3/3 2/26 2/2

5

期日

午前10時～正午
午前９時30
分～正午

時
間

レク

リ
エ
ー

シ
ョ
ン

たこ

作
り

紙
版
画

劇

あ
そ
び

児
童

を
と
り
ま
く

諸
問
題

集団

ゲ
ー

ム
の
活
用

内

容

ス
ポ
ー
ツ

２
月
1
5日
・
2
2日

・
2
9日
の

各
土
曜
日

、
午
後
１
時
～
３
時

会
場
運
動
公
園
小
体
育
室
　

内

容
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
・
軽
ス
ポ

ー

ツ

な
ど
　

対
象
明
る
い
県
民
づ

く
り
推
進
員
・
健
康
づ
く
り

グ

ル

ー
プ
指
導
員
を
目
指
す
人

定
員
先
着
七
十
人
　

費
用
無
料

２
月
1
0日

ま
で

に
、
電
話

で
ス
ポ
ー
ツ
課
6
3
-
9
2
4

1
番
へ

雪
に

親
し

む
会
（

ス
キ

ー
）

２
月
2
9日

午
後
９

時
松
戸

駅
西
口
伊
勢
丹
前
集
合
、
３
月

１
日

午
後
９
時
松
戸
帰
着

場
所
羽
鳥
湖
ス
キ

ー
場
（
福
島

県
）
　
費
用
一
万
六
千
円
（
バ

ス
代
・
仮
眠
所
料
・
朝
食
・
保

険
料
を
含
む
）
　
定
員
先
着
七

十
人松

戸
市
ス
キ

ー
連
盟
・
高
橋

6
2
-
1
8
0
0
番

原
爆

被
爆

者
二
世

の

健
康

診

断
を

実
施

し
ま

す

対
象
両
親
ま
た
は
両
親
の

ど

ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で

、
受

診
を
希
望
す
る
人
　

実
施
期
間

２

月
2
0日

～
３
月
1
0日

２
月
1
5
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
健
康
診
断
希
望
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日

、
両
親
の
う
ち
被
爆
者

は
母
親
・
父
親
の
い
ず
れ
か
を

記
入
し
て
、
〒
2
6
0
-
9
1
千
葉
市

市
場
町
一
-
一
千
葉
県
衛
生
部

保
健
予
防
課
防
疫
結
核
係
(

0
4
7
2
-
2
3
-
2
6
0
8
番
）

へ
会
場
婦
人
会
館
四
階
ホ

ー
ル

定
員
先
着
五
十
人
　

費
用
無
料

電
話
で
こ

ど
も
課
管
理
係
へ

き
の

こ
（
し

い
た

け
）
教

室

２
月
９
日

午
前
1
0時
～
午

後
２
時
　

会
揚
船
橋
県
民
の
森

（
集
い
の
広
場
）
　
定
員
五
十
人

費
用
三
百
円
（
シ
イ
タ
ケ
原
木

一
本
持
ち
帰

り
）
　
　持
ち
物
軍

手
・
昼
食
(
少
雨
決
行
)

電
話
で
船
橋
県
民
の
森
管
理

事
務
所
0
4
7
4
-
5
7
-
4

0
9
4

番
へ

家

庭
婦

人

バ
レ

ー

ボ
ー
ル
大

会
２
月
2
3日

、
３
月
１
日

午
前
８

時
3
0分
か
ら
　

会
場
運

動
公
園
体
育
館
　

対
象
市
内
在

住
の
家
庭
婦
人
で
構
成
さ
れ
て

い
る
チ
ー
ム
　

費
用
千

円
　
代

表
者
会
議
２

月
1
5日

午
後
２

時
か
ら
運
動
公
園
会
議
室
で

２
月
1
2
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で

〒
2
7
1
松
戸
市
栗
山
二
四
四

家
庭
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

・
小
浜
道
代
(
6
3
-
0
7
5

0
番
）
へ

保

健

衛

生

対

象
未
婚
あ
る
い
は
新
婚
の

男
女
(
一
人
で
も
可
）

２
月
2
1日

ま
で
に
、
電
話

日 時 内 容 会 場

2/24(月)

午後

６
時30

分
～

８
時30

分

結婚つて、親になるつてどんなこ
と？

千葉大学保健管理センター・
時田 光人氏

※血圧測定・尿検査を無料で実施

勤労

会
館

（３

／
９
の
み
婦
人
会
館
）

3/2( 月)

気がついてからでは遅すぎる妊娠
・出産の心得
医師・堀口 雅子氏

※血液検査（貧血・梅毒・風疹抗
体価など）を有料で実施

９(月)
楽しく作

って、楽しく食べよう

－ちよっとしたごちそう～
栄養士

※材料費800円程度

16(月)

幸せな家庭設計のために
保健婦

※検査結果のお知らせ

23(月)

近所 の人 ・夫 の家族 ・妻の家族 ・

まわり の人との上 手なつ き合い方

小 笠原礼法総 師範・

出射 初江氏

で

健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健

室
へ

馬橋弁天池

三

歳

児

健

康

診

査

対

象
昭

和
6
3
年
1
0
月
１

日

～

3
1日

生

ま

れ
の

幼

児
　

健
診

日

２

月

１９
一
日

・
1
8
日

・
2
5
日

次
　

会
揚

松

戸

保
健

所

対

象
者

は

健

康
診

査
票

を

お

送

り
し

ま

す
の

で

、

決
め

ら

た
日

時

に

お
い

で
く

だ
さ
い

。

該
当

に

な

っ
て

い

て

健

康
診

査
票

が
届

か

な
い

場

合
は

、

左
記

の

要

領
で

連
絡

を

。

松
戸

保
健
所
保
健
指
導
課

6
1
-
2
1
2
1
番

心
臓
病
医

療

相

談

２
月
2
3日

午
後
１
時
～
３

時
　

会
場
馬

橋
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
心
臓
病
の
説
明
と
心
臓
病

の
日

常
管
理
、
心
臓
病
児
の
学

校
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談

講
師
阿
部
小
児
科
医

院
院
長
・

阿

部
正
視
氏

心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
松

戸
親
の
会
・
前
田
作
8
6
-
5
3

1
8

番
（
午
後
６
時
以
降
）

療
育

相
談

２

月
1
3日

午
後
１
時
～
１

時
3
0分
の
間
に
受
け
付
け
　

会

揚
松
戸
保
健
所
　

対
象
乳
児
の

股
（
こ
）
関
節
脱
(
き
ゅ
う
）
検

診
未
受
診
者
や
、
整
形
外
科
学

領
域
の
診
察
・
相
談
等
を
希
望

す
る
十
八

歳
未
満
の
人

※
乳
幼
児
は
、
母
子

健
康
手
帳

を
必
ず
持
参
の
こ

と

電
話
で
松
戸
保
健
所
保
健
指

導
課
-
6
1
-
2
1
2
1
番
へ

昭和32年ごろの馬橋弁天池(馬橋･田中さん提供)

馬橋駅東口付近は、旧水戸街道に沿って古い街並みが今も残って

います。

現在馬橋支所のある所には、かつて弁天池という大きな池があり

ました。池の中ほどには小島があり、弁天様が祭られていました。

この池には、きれいな清水が流れ込んでいて、近所の人たちが野

菜や障子を洗ったり、子供たちの遊び場にもなっていたそうです。

昭和41～43年ごろの区画整理に伴う工事により、池のほとんどは

埋め立てられ、今は支所の裏側に弁天様と池の一部が残っています。

チャンネル

’
″

まつど今昔写真館

健
康
管
理
課
業
務
係

ｄ
ｓ
民
市
健
康
管
理
課
業
務
係



1992年(平成４年)２月５日
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新
松
戸
中
央
公
園
で

小
金
原
煎
（
せ
ん
）
茶
サ
ー
ク
ル

月
三
回
水
曜
日

、午
後
１
時
～

３

時
　
会
揚
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
四
千
円

（
入
会

金
三
千
巴

藤
沢
　
8
4
-
1
1
6
8
番

小

金
ペ

ン
習
字

サ

ー
ク
ル

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

、

午
後
７

時
～
９

時
　

会
場
小
金

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
千
五
百

円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

円
山
四
4
1
-
4
4
1
4
番

小
金
茶

道

サ

ー
ク
ル
よ

し
み

会
第
一
～
第
三
火

曜
日
、
午
前

1
0時
～

午
後
４

時
　
会
揚
小
金

市
民
セ
ン
タ
ー
　

費
用
三
千
円

（
入

会
金
千
円

）

田
中
4
1
-
1
6
5
5
番

ニ

ュ

ー

稔

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎

週

土

曜
日

、

午

後
６

時

～

９

時
　

会
場

稔

台

市

民
セ

ン

タ

ー
　

費

用
月

二

千

五
百

円

（
入

会

金

千

円

）
　

対

象

多
少

経

験

の

あ

る

人

古
島
6
2
-
3
6
8
3
番

中
部

ク
ラ

ブ

（
マ

マ
さ

ん
バ

レ

ー

ボ
ー
ル
）

毎
週
土
曜
日
、
午
後
２
時
か

ら
　

会
揚
中
部
小
学
校
体
育
館

費
用
月
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

宇
田
川
6
2
-
2
5
4
7
番

卓

同

会

（

卓

球

）

毎
週

火

曜

・

土

曜
日

、

午

前

９
時
～
１
１
時
　
会
揚
青
少
年
会

館
　

対

象
家

庭

婦
人
　

費

用
月

二

千
円

（
入

会

金
な

し

）

田
村
4
6
-
5
8
2
5
番

サ
ー
ク
ル

舞
夢

Ｍ

Ｋ
社

交
ダ

ン
ス

毎
週
水
曜
日
、
午
後
０
時
3
0

分
～
４

時
1
5分
　

会
場
八
ヶ
崎

市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
二
千

円
（
入
会
金
千
円
）

池
田
4
1
-
4
0
1
1
番

卓

球
グ

リ

ー
ン
ク

ラ
ブ

毎
週
火
曜
・
木
曜
日

、
午
後

１
時
～
３

時
　
会
揚
運
動
公
園

卓
球
室
　
定
員
十
人
　

費
用
月

二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

綿
貫
8
7
-
3
4
6
5
番

フ
ラ

ワ

ー
ダ

ン
ス
サ

ー
ク

ル

（
社

交
ダ

ン
ス

）

毎
週
日
曜
日
、
午
後
７
時
～

９
時
　

会
場
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー
　

費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
千
円
）

金
原
6
4
-
2
9
1
9
番

松
戸
中

国

語
学

習
会

毎
週
水
曜
日

、
午
後
７
時
～

９

時
（
４

月
８
日
か
ら
開
始
）

会
場
市
民
会
館
　

費
用
月
二
千

八
百
円
（
入
会
金

な
し
）

赤
坂
4
1
-
9
7
3
5
番

催
し

物

矢

切
公
民

館

合
同
音

楽
祭

２
月
1
6日

午
前
1
0時
3
0分

開
演
　

会
揚
矢
切
公
民
館
　
内

容
合
唱
・
詩
吟
・
民
謡

な
ど

費
用

無
料

矢
切
公
民
館
6
8
-
1
2
1
4
番

コ

ー
ル

ー
メ
イ
（

女
声

合
唱

）

毎
週
金
曜
日

、
午
前
1
0時
～

午
後
０
時
3
0
分
　
会
揚
青
少
年

会
館
　

費
用
月
三
千
円
（
入
会

金
な
し
）

大
沢
-
6
7
-
1
7
9
8
番

松
戸

い
ず
み

ペ

ン
習
字

サ

ー

ク
ル毎

週
水
曜
日
（
月
三
回

、
午

後
１
時
～
４

時
　
会
揚
市
民
会

館

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

千
円
）

吉
田
6
2
-
7
1
8
3
番

健
康

カ
ラ

オ
ケ
コ

ン
テ

ス
ト

２
月
1
2日

午
後
６

時
開
場

会
揚
市
民
劇
場
　

費
用
五
百
円

内
容
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
コ
ン
テ

ス
ト
、
歌
唱
指
導

健
康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

永
4
1
-
3
6
2
3
番

松
戸

版
画

の
会

毎
週
金
曜
日

言

三
回
）
、
午

前
1
0時
～
正
午
　

会
揚
市
民
会

館

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金

二
千
円
）

久
米
9
1
-
3
8
7
0
番

稔
台

ペ
ン

習
字

会

毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日
、

午
後
２
時
～
５

時
　
会
場
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
千
五

百
円
（
入
会
金
千
五
百
巴

小
原
6
4
-
5
7
5
8
番

松
戸

文

化
講
座

着
付

け
サ

ー

ク
ル毎

月
第
一
・
第
三
木
曜
日
、

午
後
２

時
～
４

時
　
会
場
常
盤

平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
二

千
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

大
貫
8
6
-
6
6
1
1
番

松

戸

混

声

合

唱

団

毎
週

金

曜
日

、
午

後
６

時
3
0

分
～

９

時
　

会
場

市

民

会

館

費

用
月

三

千
円
（
入

会

金

千
円

）

朝
倉
4
3
-
0
5
7
3
番

と
も

し
び

読
書

会

２

月
2
0日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
婦
人
会
館
研
修
室

テ
キ
ス
ト
「
林
檎
（
り
ん
ご
）

の
樹
」
ゴ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
ジ
著

費
用
七
百
円
（
初
め
て

の
人
は

無
料
）

電
話
で
渡
辺
8
8
-
1
9
2

5
番
へ

野

鳥

観

察

会
（

江

戸

川

）

２

月
1
6
日

〔
雨

天

の
場

合

は
2
3
日

〕

午

前
８

時

松

戸
駅

東
ロ
デ
ッ
キ
上
に
集
合
、
午
前

１
１
時
現
地
解
散
　
場
所
江
戸
川

河

川

敷

（

栄
町

西
四

丁

目

か
ら

主

水

新
田

）
　

費
用

無
料

（
交

通

費

は

自
己

負

担
）
　

持

ち
物

筆

記

具

当

日

、

集

合
場

所
で

公

園

緑

地

課
小

鳥

を
呼

ぶ

係

松

戸

史

談

会

「

亀

有

の

文

化

財

・

史

跡

め

ぐ

り

」

２

月

９
日

㈲

午

前
1
0
時
亀

有

駅
南

口

集

合

〔
雨
天

の

場

合

は

1
6日

収

に

延

期
〕
　
　
費
用

三
百

円
　
内
容
約
六
㌔
の
文
化
財
・

史
跡

め

ぐ

り

、
徒

歩
約

五

時

間

※
昼

食

は

持
参

し
て

く
だ
さ
い

。

神
尾
4
1
-
2
4
5
8
番

松
戸

話
し

方

友
の
会

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日

、

午
後
６

時
4
5分
～
８
時
5
0分

会
揚
市
民
会
館
　

費
用
月
五
百

円
（
入

会
金
千
円
）

小
林
8
6
-
3
7
1
0
番

松
陽

会
（

こ
く

字
）

毎
月

第
一
火
曜
日
、
午
後
６

時
3
0分
～
９
時
　

会
場
婦
人
会

館
　
対

象
初
心
者
　
費
用
月
千

円
（
入
会
金
千
円
）

八
嶋
6
2
-
3
7
9
3
番

松
戸

市
生

涯
学

習
市

民
の

集

い
２

月
2
1日

午
後
１
時
3
0分

か
ら
　
会
揚
市
民
会
館
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
新
し
い
出
会
い
と
生
き

る
喜
び
　
内
容
体
験
発
表
・

講

評
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
万

作

踊
り
・
一
中
二
年
生
の
合
唱
）

費
用
無
料

教
育
研
究
所
6
6
-
7
4
6

1
番

松
戸
市

歩

こ
う
会

（
関

東
ふ

れ
あ

い
の

道
散
策

）

３
月
１
日

午
前
７

時
2
0分

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集

合
、
午
後
４

時
2
0分
こ
ろ
Ｊ
Ｒ

成
田
線
滑
河
駅
で
解
散
〔
小
雨

決
行
。
中
止
の

場
合
は
８
日

に
延
期
〕
　

行
き
先
神
崎
～
滑

河
（
神
崎
町
・
下
総
町
）
徒
歩
約
十
二
㌔
　

費
用
保
険
料
な
ど
一

人
三
百
円
（
家
族
は
四
人
ま
で

五
百
円
）
。
交
通
費
は
大
人
片

道
千
九
十
円
定
員
百
五
十
人
ハ

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
性

別
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
-
一
矢
切
公
民
館
内
松
戸

市
歩
こ
う
会
実
行
委
員
会
(

6
8
-
1
2
1
4
番
）
へ

あ

ん
ま
・

は
り

・
き

ゅ
う

施

術

奉
仕

２

月
2
3日

午
前
９

時
3
0分

か
ら
　

会
揚
総
合
福
祉
会
館
内

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
六
十
人

２
月
1
5日
出
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
希
望
施
術
名
を
明
記

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
矢
切
二

九
九
-
一
総
合
福
祉
会
館
内
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
事

務
局
・
佐
倉
8
7
-
3
4
2
9

番

矢
切
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

２
月

９

日

午

前
1
0
時
3
0
分

～
１
１
時
3
0
分
　
会
場
矢
切
公
民

館
　

費

用
無

料
　

内

容
管

弦

楽

に

よ

る

ポ

ピ
ュ
ラ

ー

、
ク

ラ

シ

ッ
ク電

話
で
矢
切
公
民
館
6
8
-
１
２
１
４

番
へ

生
産
緑
地
地
区
・
追
加
要
望

を

受

け

付

け

農

地

所

有

者
の

方

々
の

意

向

調

査

は

昨

年
末

に

終
了

し

ま

し

た

が

、

追

加
要

望
の

相
談

を

受

け

付

け

ま
す

。

２

月
７

日

～
1
4
日

、

午

前
９

時
か

ら

〔
８

日

・
９

日

１１
日

を

除

く

〕
　
　
会

場

市

役

所
本

館

二

階

第
三

会

議

室

※
事

前
に

電

話

予

約

を

都

市
計

画

課

天

体
観

望
会

３
月
1
4日

午
後
５

時
～
７

時
　

会
揚
手
賀
沼
親
水
広
場

内
容
冬
の
星
座
の
観
察
　
対
象

小
学
四
年
～
中
学
三
年
生
（
保

護
者
同
伴
）
　
　定
員
先
着
二
十

組
　

費
用
無
料
　

講
師
流
山
天

文
愛
好
会
・
山
形

紘
氏

電
話
で
手
賀
沼
親
水
広
場

0
4
7
1
-
8
4
-
0
5
5
5
番
へ

ジ
ャ
ガ
芋
農
園
オ
ー
ナ
ー
募
集

だ

れ
で

も

ジ

ャ
ガ

芋

作
り

が

体
験
で

き
ま

す

。

生

育

状
況

を

見

な

が
ら

、
自
分

で

収
穫
し

て

、

新

鮮

な

ジ

ャ

ガ
芋

を

味
わ

っ
て

み

ま

せ
ん

か

。

期
間

種

芋
の

植

え

付
け

（
２

月
下

旬

）

か
ら

収

穫

（
６

月

下

旬
）

ま
で

の

間

※
植
え

付

け

と
肥

培

管

理
は

、

農
家

が
行

い

ま

す

。

地

区
下

矢

切

地
区
　

費
用

一

区
画
（
十
平
方
㍍
）
三
千
円
　
予

想
収
穫
量
十
六
㌔
㌘
程
度

喜
楽
家

ボ
ロ
市

２
月
2
3日

正
午
～
午
後
２

時
　
会
揚
喜
楽
家
（
き
ら
く
の

い
え
）
（
馬
橋
二
九
八
六
内

容
衣
類
を
中
心
と
す
る
バ
ザ
ー

喜
楽
家
4
4
-
9
9
5
1
番

月
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５

時
）

２

月
2
5
日

ま

で

に

、

往

復

ハ
ガ
キ
に
希
望
区
画
数
・
住
所

・
氏

名

・

電

話
番

号

を

記
入

し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

-
五
松
戸
市
役
所
農
政
課
内
・

松

戸
市

都
市

農

業

振

興
協

議

会

じ

ゃ

が
い

も

係
へ

こ んなにとれたよ

現在の弁天池

万満寺のボロ市。昭和30年ごろは月１回 、

開かれていたといいます(田中さん提供)

古

い

写

真

を

お

貸

し

く

だ

さ

い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
　
　

広
報
課

市役所・支所
連絡先

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時～11時衛生会館内
……………68-3756 番

◆待機病院(毎日)･午後5時～午前9時
テレホンサービス……………………66-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時
テレホンサービス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時
衛生会館内……………………………65-3430 番

市 役 所(66)1111

常盤平支所(87)2131

小 金 支 所(41)5101

小金原支所(44)4151

六 実 支 所(85)0113

馬 橋 支 所(45)2131

新松戸支所(43)5111

矢 切 支 所(62)3181

東 部 支 所(92)3061

救急医療体制

デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス

コ
ン

サ

ー
ト

２
月
９
日
収
午
後
２

時
開
演

会
揚
市
民
会
館
　

費
用
三
千
六

百
円コ

ン

サ
ー
ト
事
務
局
・
田
瀬

4
4
-
7
1
1
9
番



第７７３号

受賞作品「ギョギョシロード新松戸

７丁目観察路」

身
近
に
あ
っ
て

、
い
つ

も
遊

ん
だ
り
観
察
し
て
い
る
自
然
の

小
道
を
、
絵
地
図
と

解
説
文
で

紹
介
す
る
「
わ
た
し
の
自
然
観

察
路
コ
ン
ク
ー
ル

（
第
八
回
・

国

立

公

園

協

会

な

ど

が

主

催
）
」
で
、
中
野
晶
子

さ
ん

は
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

去
年
の

春
、
自
然
の
多
い
高

松
か

ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
林
立

す
る
新
松
戸
に
引
つ
越
し
て
き

た
中
野
さ
ん
は

、
５
月
の

初
め
。

「
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
」
と
い
う
オ
オ

ヨ

シ
キ
リ
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
。

「
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
街
に
い
る
な
ん
て
」

中
野
さ
ん
は
鳥
が
大
好
き
。

双
眼
鏡
を
手
に

、
喜
ん
で

学
校

や
家
の

周
り
を
歩
き
回
っ
て
い

る
う
ち
に

、
ヨ
シ
原
や
草
原
が

残
っ
て
い
た
り
、
鳥
も
た
く
さ

ん
見
ら
れ
る
の
に
気
付
い
た
。

こ

れ
を
ま
と
め
て

、
コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
し
た
。

「
身
近
な
鳥
の
生
態
を
観
察

す
る
の
が
好
き
で
す
。
巣
を
見

つ
け
る
と
う
れ
し
く
て

、
毎
日

で
も
見
に
行
っ
ち
ゃ
う
」

「
鳥
の
様
子
か
ら
明
日
の
お

天
気
も
分
か
る
ん
で
す
」

「
お
友
達
に

も
、
こ
こ
に

も

鳥
が
い
っ
は
い
い
る
こ

と
を
知

っ
て

も
ら
え
た
ら
い
い
な
」

鳥
の
こ
と
を
話
す
中
野
さ
ん

の
目
は
輝
く
。

今
度
の
受
賞
を
一
番
喜
ん
で

く
れ
た
の
は
お
母
さ
ん
と
か
。

「
一
緒
に
歩
い

た
り

、
い
ろ
い

ろ
協
力
し
て
も
ら
い

ま
し
た
」

休
日
に
は
家
族
そ
ろ
っ
て
野
山

を
歩
く
こ
と

も
し
ば
し

ば
。

学
校
の
勉
強
で
は
「
体
育
以

外
な
ら
何
で

も
、
特
に
国
語

が

好
き
」
と
い

う
。

将
来
の

夢
を

尋

ね

る
と

、

「
今
度
の
こ

と
で
我
孫
子
の
山

階
鳥
類
研
究
所
に
聞
き
に
行
き

ま
し
た
。
私
も
あ
ん
な
と
こ

ろ

で

働
け
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま

し

た
」
と
、
明
る
い
笑
顔
を
み

せ
て

く
れ
た
。

（
新
松
戸
西
小
学
校
四
年
)

鳥 は 友 だ ち

井上・小山さんペア

オリンピックに出場

わたしの自然観察路コンクールで

最優秀賞を受賞した

中野晶子さん

「満足感が得られるよう頑張ります」「せいいっぱ

い演技し ます」 と抱負を語る2 人

２月９日（日本時間）から始まるアルペール

ビルオリンピツク・フィギュアスケートペア

に、井上怜奈さん（新松戸南中学校）・小山

朋昭さん（日本大学 ・下矢切在ｲ主）が出場し

ます。

二人は４年前からペアを組み、国内の大会

はもちろん、世界選手権などにも出場し、好

成績を収めてきました。

ペアでの日本代表は札幌オリンピツク以来

20年ぶりということで、二人の活躍が大いに

期待されています。

手作り楽器の音楽会　高木小学校
子供たちが工夫して作った楽器（音

具）で、子供たちが作った曲を演奏す

る、こんな音楽発表会が１月18日、高

木小学校でありました。

高木小ではここ数年、音楽活動とし

て、身近なものを使って楽器を作った

り、作曲したりする「ｲ乍って表現する」

創造的な活動を進めてきました。

この日の発表会では、子供たちは緊

張しながらも見事な演奏を披露。会場

にはたくさんの人がつめかけ、拍手を

送っていました。

広報まつど〔8〕

この数なあに？

"203、604"

三
年

た

っ
た
ら
更

新

で
す

市
内
で

自
動
車
の
運
転
免
許

を
持
っ
て

い
る

人
は
、
「
二
十

万

三
千
六
百
四

人
」
（
平

成
２

年
３

月
3
1日
現

在
）
、
自
動
車

の
保
有
台
数
は

、
乗
用
車
で
約

十
万
台
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

車

よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
転
が
で

き
る
、
Ａ
Ｔ
（
オ

ー
ト
マ
チ

ッ

ク
）
車
の
人
気
が
高
ま
っ
て

き

て
い
ま
す
。

平
成
２

年
中
、
全
国
で

新
規

登
録
さ
れ
た
普
通
乗
用
車
は
、

約
四
百
八
万
台
で

、
そ
の
う
ち

Ａ
Ｔ
車
は

約
二
百
九
十
六
万

台

と
七
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

Ａ

Ｔ

車

の

普
及

に

伴
い

、

昨

年

１１

月

１

日

か

ら

、
「
Ａ

Ｔ

車

限

定

免
許

制

度

」

が
実

施

さ

れ

ま
し

た

。

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
１
１

月

１

日

～
1
5
日

の

間

、

警

察

庁
が

全

国

千
四

百

七

十

六

校
の

指
定

教

習

所

を
対

象

に

調

査
し

た
と

こ

ろ

、
Ａ

Ｔ

車

の

教

習

課

程
を

選

ん

だ

人
は

、
全

体

の

二
六

・

五

％

。

男

性
の

六

・

一
％

に

対

し
、
女
性
は
四
一
・
七
％
と
な

っ

て

い
て

、
Ａ

Ｔ

車

の

限

定
免

許
は

、

女

性
に

人

気

が

高
い

よ

う
で

す

。

マ

ニ

ュ
ア

ル

、
Ａ

Ｔ

車

の
い

ず
れ

を

選

ぶ
に

し

て

も

、

安

全

運

転

が
第

一
で

す
ね

。

スナップショッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真（街の話題・

身近な出来事など）をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

広報課

は

さ

み

作

り

で

県

の

名

工

に

天
城
健
治
さ
ん
（
三
ヶ
月
）

昨年末、天城健治さんは、はさ み作りで 卓

越した技能者（名工）として、県の表彰を受

けました。

天城さんは父の代から のはさ み作り職人。

「昔は教えてくれるなんてことはなかった」

から、父親の技術を「盗み」ながらこ の仕事

を 覚え、もう50 年以上も「豊次郎」銘の植木

や生け花用のはさみ作り一筋に打ち込んでき

ました。

時には頼まれて、デパートや博物館で実演

することも。

「長くやっているとファンができるんです

よね。時々そんな人たちが訪ねてくれたりす

るんですが、うれしいですね」と、天城さん。

これからも「豊次郎」ファンのためにも、

こ の仕事を続けたいと話していました。

- 」
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